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シンポジウム１

温度環境への適応 　地球温暖化と人の健康

２００８．７．３環境と健康　変動する地球環境と人の暮らし



ヒトの生活と温熱環境

早稲田大学　スポーツ科学学術院

彼末　一之



1000年から2100年までの気温変動（観

測と予測）

ICPP第３次評価報告書



２００４．７．２０40.2千葉県牛久18

１９９７．７．　５40.2埼玉県鳩山18

２００７．８．１５40.2群馬県館林18

１９９４．８．　８40.3大阪府枚方11

２００１．８．　１40.3岐阜県多治見11

１９９５．８．１９40.3静岡県佐久間11

２００１．７．２４40.3静岡県佐久間11

１９９５．８．　４40.3静岡県天竜11

２００７．８．１６40.3群馬県館林11

１９９８．７．　４40.3群馬県上里見11

２００４．７．２１40.4山梨県甲府8

２００７．８．１６40.4埼玉県越谷8

１９９７．７．　５40.4埼玉県越谷8

１９９４．８．　８40.6和歌山県かつらぎ6

１９９４．８．　４40.6静岡県天竜6

１９９４．８．　５40.7愛知県愛西5

２００７．８．１７40.8岐阜県多治見3

１９３３．７．２５40.8山形県山形3

２００７．８．１６40.9岐阜県多治見1

２００７．８．１６40.9埼玉県熊谷1

記録日気温観測所名順位

最高気温の歴代20位

（http://www15.ocn.ne.jp/~kt_tenki/index.htm）

日本でも温度
上昇は顕著



（http://www15.ocn.ne.jp/~kt_tenki/index.htm）

>40℃
>39℃

高気温記録地点



環境（気象）

ヒト
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被服

住居
環境（気象）

ヒト

ヒトでは行動性調節が主役



快適なら良いか？
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体温と気温の関係

ヒトは体温調節能
力が最もすぐれ
た動物

汗どうして？



汗の効用

100ccの汗の蒸発で体温の

１℃上昇を防ぐことができ
る
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(Kuno, 1934)

現代日本人？

汗腺の発達
は３歳まで

（万）



ヒトのくらしと体温

２．耐暑（発汗），耐寒（代謝）反応の脆弱化

　　　　→　体温異常

快適ならよいか？

１．エネルギー消費量↑　→　温暖化？

悪循環を絶つ！ 堀越先生



「快」に近づき、「不快」から遠ざかれば生存に有利



ただしそのプログラムはバージョンが古い

現代人は古いプログラムで新しい環境を生きて行
かねばならない。



（能勢　より）

高齢者は体温調節能力が低
下

皮膚血流

発汗

問題は弱者から現れる



朝山先生



恒温動物と変温動物



好気的運動能
（スタミナ）

最大時

安静時

9  m W /g 5 4  m W /g

2  m W /g 9  m W /g

変温動物 恒温動物

自律性調節

行動性調節

◎

◎ ◎

×

恒温性はスタミナの発達から二次的に進化



変温動物への回帰？

代謝↓ 体温↓ 冷房↓

エネルギー消費↓食料↓

橋本先生



20001980196019401920
36.2

36.4

36.6

36.8

37.0

37.2

37.4

year

B
od

y 
te

m
pe

ra
tu

re
 (°

C
)

低くなった子供の体温？

小学生の体温

（朝山等、1999）



まとめ

• ヒトは最も優れた体温調節能力を持つ。

•解決には人間が新しい種になるほどの
drasticな対策が必要？

•問題は弱者に先ず現れる。

•行動性体温調節（快適性追求）にばかり頼るこ
とは問題。



ご静聴ありがとうご
ざいました．

彼末（かのすえ）

04-2947-6751

kanosue@waseda.jp


